
スマートデバイスアプリケーションとWebアプリケーションの統一
的開発に関する研究

—異なる開発環境を例として—

2011SE158 松下竜巳 2011SE259 田中真人 2011SE273 坪根祐治

指導教員：野呂昌満

1 はじめに

スマートデバイスやWebブラウザの多様化に伴い，Web

アプリケーションやスマートデバイスのネイティブアプリ

ケーション (以下 Web and SD App．と呼ぶ)の実行時環

境ならびに開発環境が多様化している．これらの開発環境

や実行時環境では，実行時ライブラリの API や開発環境

の UI がそれぞれ異なる．異なる UIや APIをすべて把握

する事は難しく，多くの環境で開発を進める事は，開発者

に多大な負担を強いる事になる．この問題を解決するため

に，我々の研究室ではインタラクティブシステムのための

共通アーキテクチャが提案されている．この共通アーキテ

クチャは高い抽象度で定義されたアーキテクチャであり，

様々な環境におけるアプリケーションを説明可能なもので

ある．

本研究の目的は，特定の環境から独立したWeb and SD

App．の開発支援である．Web and SD App．開発におい

て特定の環境から異なる環境における技法を別の環境で応

用可能にすることを目的とする．

この目的を達成するために，共通アーキテクチャから一

般的な開発プロセスである，抽象開発プロセスを定義しま

す．また，共通アーキテクチャの抽象コンポーネントと特

定の環境で開発されたアプリケーションのアーキテクチャ

の具象コンポーネントとの対応関係を整理します．それに

より，共通アーキテクチャ基に定義された抽象開発プロセ

スを介して特定の環境の開発プロセスである具象開発プロ

セスを導出します．

我々は，ネイティブアプリケーション開発において多く

の実行時環境に対応可能な PhoneGap とWeb アプリケー

ション開発において多くのブラウザに対応可能な Rudy

on Rails 間でそれぞれの環境で開発したアプリケーション

の相互変換が可能であることを確認した．

2 共通アーキテクチャ

共通アーキテクチャはインタラクティブシステムを対象

とし，様々な環境のアプリケーションアーキテクチャを説

明可能としている．共通アーキテクチャに基づき一般的な

アプリケーションの開発プロセスを定義する．

2.1 共通アーキテクチャのコンポーネントの説明

図 1に共通アーキテクチャを示す．

以下に，図中の各コンポーネントについて説明する．

図 1 共通アーキテクチャ

Controller

• EventListener：イベントを内部形に変換し，アプリ

ケーション使用者からのイベントを受け取り Even-

tHandlerに通知．

• EventHandler：自身の状態と EventListener からの

イベントによって，Modelまたは Viewにイベントを

通知．

Model

• Business Logic：Modelや View更新のロジックを状

態遷移機会として抽象化したもの．

• Model：Database．

View

• ViewTransition：画面遷移を抽象化したもの．

• ViewContent：Viewのデータ構造を定義．

• ViewConstructor：Modelを参照し，ViewContentの

インスタンス化を行う．

• DisplayImageContent：ViewConstructorで生成した

Viewの各ノードの出力形式のデータ構造を定義．

• Style：外部表現 (色，サイズ等)を保持．

• DisplayImageConstructor：ViewConstructorで生成

した View に外部表現と出力方式を結合し View を

構築．

2.2 共通アーキテクチャによって規定される開発プロセ

スの定義

アプリケーションの開発プロセスを単純化すると，View

の定義，Event の定義，Action の定義，Event に対する

Action の定義，Event に対する View の定義の 5 つのス



図 2 Web and SD App．の一般的な抽象開発プロセス

テップに分解出来る．図 2に共通アーキテクチャに基づき

定義した一般的な抽象開発プロセスを示す．

以下で，共通アーキテクチャに基づき定義した一般的な

抽象開発プロセスを説明する．

• Eventの定義：入力時に発生するイベント，アクショ

ン実行時に発生するイベントを定義．

• Viewの定義：画面構成の内部表現を定義．

• Actionの定義：Business Logicを定義．

• Event と Action の対応関係の定義：イベントに対応

して実行されるアクションを定義．

• Eventと Viewの対応関係の定義：イベントに対応し

て表示される画面を定義．

3 背景技術

3.1 PhoneGap

多様なスマートデバイス向けのプラットフォーム上で動

くネイティブアプリケーションの開発手法として，クロス

プラットフォーム開発が提案されている．クロスプラット

フォーム開発環境を用いることで，複数の実行時環境上で

も同じサービスを提供できるアプリケーションをワンソー

スで開発が可能である．

クロスプラットフォーム開発環境は複数存在するが，

PhoneGapは他のクロスプラットフォーム開発環境よりも

多くのモバイル OS をサポートしている [1]．PhoneGap

では，既存のWeb アプリケーション開発技術を用いて開

発を行う．JavaScript で記述された PhoneGap が提供す

るライブラリを使用する事によりデバイス独自の機能 (カ

メラ，GPS等)が利用可能となる．[4]

PhoneGapのアーキテクチャのコンポーネントの説明

図 3に，PhoneGapのアーキテクチャを示す．

以下に，図中の各コンポーネントについて説明する．

Controller

• EventHandler：通知されたイベントに応じて View

and EventListenerまたはBusinessLogicに通知する．

View，Controller

• View and EventListener：画面入力とユーザからのイ

図 3 PhoneGapのアーキテクチャ

ベントの受け取り．外部表現として HTMLを用いて

おり Viewの役割と Controllerの役割が含まれる．

Model

• BusinessLogic：イベントに対応する DB アクセスや

View更新を記述．

3.2 Ruby on Rails

Ruby on Rails は，MVCアプリケーションアーキテク

チャに基づいたWeb アプリケーション開発のためのアプ

リケーションフレームワークである．Web の標準技術を

前提とすることにより，異なるWeb ブラウザ上でも同じ

画面を表示可能としている．また，Ruby on Railsで作成

したアプリケーションはサーバー上に配置され，ブラウザ

を介して実行される．

Ruby on Rails のアーキテクチャのコンポーネントの

説明

図 4 Ruby on Railsのアーキテクチャ

図 4に Ruby on Railsのアーキテクチャを示す．

以下に，図中の各コンポーネントについて説明する．

Controller

• Action Dispatch：Browser から受け取った HTTPリ

クエストを解釈し，オブジェクトへのメッセージ変換

を行う．

• Action Controller：自身の状態とイベントに応じて，

Modelまたは Viewにイベントを通知．

Model

• Active Record：DB の種類に関わらず，DB を操作す

ることを可能とする．

View



• Action View：HTMLを構築するためのテンプレート．

• ERB Engine：Action View から．erb(テンプレート)

を受け取り，HTML を生成する．

4 抽象コンポーネントと具象コンポーネントの
対応付け

我々は，共通アーキテクチャの抽象コンポーネントと

PhoneGap，Ruby on Railsのアプリケーションアーキテ

クチャである具象コンポーネントを整理する．

4.1 PhoneGap の具象コンポーネントと抽象コンポー

ネントとの対応付け

図 5 PhoneGapの具象コンポーネントと抽象コンポーネ

ントとの対応付け

PhoneGapの具象コンポーネントと抽象コンポーネント

との対応付けを図 5に示す．

• Controller：View and EventListener を用いる．

EventListenerでイベントを受け取り，EventHandler

を指定して通知を行う．共通アーキテクチャでは，

EventListener，EventHandlerに対応．

• View：View and EventListenerを用いる．View and

EventListener 内で外部表現，内部表現を持ち，それ

らを基に View 構築を行う．共通アーキテクチャで

は，ViewTransition，ViewContent，DisplayImage-

Content，ViewConstructor，Style，DisplaImageCon-

structorに対応．

• Model：BusinessLogic と DB により構成される．

共通アーキテクチャでは，BusinessLogic と Model

に対応する．共通アーキテクチャでは，ViewTran-

sition，ViewContent，DisplayImageContent，View-

Constructor，Style，DisplaImageConstructor に対

応．

4.2 Ruby on Railsの具象コンポーネントと抽象コン

ポーネントとの対応付け

Ruby on Railsの具象コンポーネントと抽象コンポーネ

ントとの対応付けを図 6に示す．

• Controller：ActionDispatchとActionControllerを用

いる．HTPP通信をイベントとして ActionDispatch

図 6 Ruby on Railsの具象コンポーネントと抽象コンポー

ネントとの対応付け

が受け取り，ActionController を指定して通知を行

う．これにより，ActionDispatch は EventListener

に，ActionControllerは EventHandlerに対応付けら

れる．

• View：ActionViewと ERB Engineを用いる．Ruby

を埋め込んだ.erb(テンプレート)は Viewの構造を定

義し，ERB Engineはテンプレートを解析し外部表現

である HTMLを生成する．これにより，ActionView

はViewContentとDisplayImageContent，ERB En-

gine は ViewContentor と DisplayImageContentor

に対応付けられる．また Style には，見た目を記述

した CSSが対応付く．

• Model：BusinessLogic，ActiveRecord，DBを用いる．

BusinessLogicとActiveRecordは BusinessLogicに，

DBはModelに対応付けられる．

5 具象開発プロセス

抽象コンポーネントと具象コンポーネントの対応付けに

より，共通アーキテクチャに基づいた具象開発プロセスを

導出する．

5.1 PhoneGapの具象開発プロセス

図 7 共通アーキテクチャに基づいた PhoneGapの具象開

発プロセス

図 7 に共通アーキテクチャに基づいた PhoneGap の具



象開発プロセスを示す．以下に，PhoneGapの具象開発プ

ロセスを説明する．

• Event の定義：PhoneGap はアプリケーションを

HTML，JavaScriptで定義することから，イベントを

文字列によって定義．

• Viewの定義：外部表現を HTML，CSS，JavaScript

を用いて定義．内部表現は HTML の DOM Tree が

対応し，これに対する操作は JavaScriptで定義．

• Actionの定義：Application Logicを JavaScriptを用

いて定義．

• Event と Action の対応関係の定義，Event と View

の対応関係の定義：イベントに対応して実行される

アクション，イベントに対応して表示される画面を

JavaScriptで定義．

5.2 Ruby on Railsの具象開発プロセス

図 8 共通アーキテクチャに基づいた Ruby on Railsの具

象開発プロセス

図 8に共通アーキテクチャに基づいた Ruby on Railsの

具象開発プロセスを示す．以下に，Ruby on Railsの具象

開発プロセスを説明する．

• Event の定義：外部表現に HTML を用いる．内部表

現に Ruby によって定義されるオブジェクトを用い

る．外部表現として文字列で表現されるイベントと，

内部表現として型で表現されるイベントを定義．ま

た，外部表現のイベントと内部表現のイベントの対応

関係を定義．

• Viewの定義：外部表現を HTML，CSS，JavaScript，

Ruby を用いて定義．内部表現も HTML，CSS，

JavaScript，Ruby が対応し，これに対する操作は

JavaScript，Rubyで定義．

• Actionの定義：Application Logicを Rubyを用いて

定義．

• EventとActionの対応関係の定義，EventとViewの

対応関係の定義：イベントに対応して実行されるアク

ション，イベントに対応して表示される画面を．erb

（テンプレート）で定義．

6 考察

共通アーキテクチャの抽象コンポーネントと特定のア

プリケーションのアーキテクチャの具象コンポーネント

の対応関係を整理した．これにより，具象コンポーネント

間の対応関係が明確となった．本研究では，PhoneGap，

Ruby on Rails のアプリケーションのコンポーネントと

共通アーキテクチャのコンポーネントの対応関係を整理

した．例として，PhoneGap の EventHandler と Ruby

on Rails の ActionController は，共通アーキテクチャの

EventHandler に対応付けられ，それぞれが互換である事

を示した．共通アーキテクチャとの対応関係を整理するこ

とで，環境間のコンポーネントの対応関係を整理出来る．

具象コンポーネントと抽象コンポーネントの対応関係に

より，共通アーキテクチャを基に定義した抽象開発プロセ

スを介して PhoneGap，Ruby on Railsそれぞれの具象開

発プロセスを導出した．具象開発プロセスは抽象開発プロ

セスを介して導出されるので，具象開発プロセス間は対応

付くといえる．これにより，ある環境の技法が別の環境で

応用可能である．

具象コンポーネント間の対応関係と，具象プロセス間の

対応関係が整理された事から，特定の開発プロセスで開

発したアプリケーションを異なる環境のアプリケーショ

ンに自動変換が可能であると考える．すなわち，開発者

は Ruby on Railsの開発手法により PhoneGapのアプリ

ケーションを開発可能となる．

7 おわりに

本研究では，PhoneGapと Ruby on Railsで開発したア

プリケーションアーキテクチャについて，共通アーキテク

チャとの対応関係を整理し，具象プロセス間の互換性を整

理し，具象プロセス間の相互変換性であると示したことで

特定の環境から独立した開発支援になると考える．
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